
土地改良・切り語り

1 

先
行
指
標
と
し
て
の
企
業
統
治

　

現
在
、
世
界
の
経
済
は
株
式
会
社
形
態
の
民
間
企
業

が
中
心
に
担
っ
て
い
る
。
一
方
、
農
業
と
い
う
産
業
の

設
備
投
資
で
あ
る
土
地
改
良
事
業
は
、
農
業
者
を
組
合

員
と
す
る
土
地
改
良
区
と
い
う
公
共
組
合
が
担
う
。
株

式
会
社
は
不
特
定
の
人
へ
の
商
品
販
売
等
に
よ
り
利
益

を
生
み
出
し
所
有
株
数
に
応
じ
て
株
主
に
分
配
し
、
土

地
改
良
区
は
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
て
組
合
員
の
利

益
を
増
進
す
る
。

　

今
回
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
化
、
感
染
症
対
策
、

格
差
拡
大
な
ど
、
厳
し
い
時
代
の
風
雨
に
晒
さ
れ
る
民

間
企
業
の
統
治
態
様
の
変
化
を
先
行
指
標
と
し
て
見
定

め
、
同
時
代
の
組
織
体
で
あ
る
土
地
改
良
区
の
将
来
を

類
推
し
て
み
た
い
。

2 

所
有
と
経
営
の
分
離

　

株
主
は
会
社
に
出
資
し
て
株
式
を
受
け
取
り
、
出
資

額
に
応
じ
て
配
当
金
や
株
主
優
待
が
貰
え
、
議
決
権
に

よ
り
会
社
の
経
営
者
に
対
し
て
意
見
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
株
式
会
社
制
度
で
は
当
初
は
所
有
者
で
あ
る
株
主

と
経
営
者
は
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
規
模
化
し

株
主
数
が
増
大
し
大
株
主
の
持
株
比
率
が
低
下
し
て
、

株
主
に
よ
る
経
営
が
困
難
に
な
る
。
他
方
で
経
営
管
理

の
職
能
が
専
門
化
し
て
、
経
営
の
支
配
権
が
専
門
経
営

者
に
移
る
。
こ
の
現
象
を
「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
と

い
う
。　

　

土
地
改
良
区
が
合
併
に
よ
る
大
規
模
化
と
農
地
を
賃

貸
す
る
組
合
員
の
増
加
の
中
で
、
技
術
進
歩
を
活
用
し

た
高
度
な
生
産
性
を
実
現
す
る
事
業
と
施
設
管
理
を
実

現
す
る
に
は
、
専
門
経
営
者
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
流

れ
は
無
視
で
き
な
い
が
、
問
題
は
土
地
改
良
と
い
う
狭

い
分
野
で
専
門
経
営
者
が
育
つ
可
能
性
で
あ
る
。
全
土

連
や
各
都
道
府
県
土
地
連
に
期
待
し
た
い
。

3 

株
主
重
視
の
経
営

　

持
ち
株
比
率
で
み
る
と
、
日
本
企
業
は
戦
前
に
は
個

人
株
主
中
心
で
、
戦
後
は
銀
行
や
事
業
会
社
の
法
人
株

主
に
中
心
が
移
り
、
買
収
防
衛
や
会
社
支
配
の
た
め
に

企
業
集
団
内
株
式
相
互
持
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

一
九
八
五
年
の
日
米
構
造
協
議
以
後
、
米
政
府
は
株
式

の
相
互
持
合
い
の
解
体
を
要
求
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に

は
米
国
流
の
〝
株
主
資
本
主
義
〞
と
言
わ
れ
る
「
企
業

の
所
有
者
は
株
主
だ
か
ら
経
営
者
は
株
主
の
利
益
を
最

大
化
す
る
経
営
を
求
め
ら
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
外
国
株
主
や
資
産
運
用
会
社
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
最
近
二
〇
年
間
は
国
内
外
の
機
関
投
資
家（
注
1
）

が
台
頭
し
、
資
産
運
用
の
た
め
の
株
式
所
有
に
よ
る

〝
フ
ァ
ン
ド
資
本
主
義
〞
に
移
行
す
る
。

　

そ
ん
な
中
で
R
O
E
（
株
主
資
本
利
益
率
）
が
重
視

さ
れ
た
。
R
O
E
は
当
期
純
利
益
を
株
主
資
本
で
除
し

た
資
本
生
産
性
で
あ
り
、
投
資
家
の
投
下
し
た
資
本
に

対
し
、
企
業
が
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
か
を

意
味
す
る
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
経
営
効
率
が
良
く
、
株

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
分
子
の
短
期
的
収
益
で

あ
る
当
期
純
利
益
を
増
や
し
、
企
業
が
自
ら
発
行
し
た

株
を
買
い
戻
す
〝
自
社
株
買
い
〞
な
ど
で
分
母
の
株
主

資
本
を
縮
小
す
れ
ば
上
昇
す
る
。

　

土
地
改
良
投
資
は
原
則
と
し
て
耕
作
者
で
も
あ
る
農

業
経
営
者
に
よ
る
が
、
近
年
、
多
数
の
零
細
兼
業
農
家

か
ら
経
営
規
模
の
大
き
な
農
業
経
営
者
に
よ
る
投
資
と

い
う
側
面
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
経
営

体
当
た
り
の
投
資
額
は
大
き
く
な
り
、
毎
年
返
済
す
る

賦
課
金
も
重
く
な
る
の
で（
注
2
）、
短
期
的
な
利
益
を
大

31
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き
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
技
術
革

新
を
前
提
と
し
た
資
本
生
産
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

4

 

株
主
重
視
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
へ

　

米
国
の
主
要
企
業
の
C
E
O
が
名
を
連
ね
る
経
営
団

体
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
B
R
T
、

一
九
七
二
年
設
立
）
で
は
企
業
統
治
の
基
本
原
則
と
し

て
株
主
資
本
主
義
を
掲
げ
て
き
た
が
、
二
〇
一
九
年
八

月
に
「
お
客
様
、
従
業
員
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
地
域
社

会
、
株
主
な
ど
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害

関
係
者
）の
利
益
の
た
め
に
会
社
を
導
く
べ
き
で
あ
る
」

と
の
声
明
を
発
表
し
た
。
環
境
・
社
会
・
企
業
統
治
に

配
慮
す
る
E
S
G
投
資
や
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
S
D
G
s
）
の
高
ま
り
を
受
け
、
短
期
的
な
利
益

追
求
に
よ
る
社
会
格
差
の
拡
大
や
環
境
破
壊
へ
の
影
響

な
ど
か
ら
〝
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
〞
へ
の
舵

を
切
っ
た
。
企
業
の
社
会
的
責
任
（
C
S
R
）
が
問
わ

れ
、
気
候
変
動
の
対
応
か
ら
女
性
取
締
役
の
登
用
ま
で
、

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
貢
献
す
べ
き
と
い
う
主
張
が
世
界
的
潮
流
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
例
え
ば
、
R
O
E
に
加
え
、
営
業
利
益

を
CO2
排
出
量
で
除
し
た
R
O
C
（
炭
素
利
益
率
）
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

土
地
改
良
区
も
、
益
々
、
地
域
社
会
や
農
産
物
の
消

費
者
な
ど
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
視
野
に
入
れ

た
投
資
を
求
め
ら
れ
る
。
国
営
土
地
改
良
事
業
で
は
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞
く
手
続

き
を
設
け
て
い
る
が
、
脱
炭
素
化
や
生
態
系
保
全
・
回

復
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
女
性
理
事
の
登
用
な
ど
）

ま
で
様
々
な
配
慮
も
必
要
に
な
る
。
土
地
改
良
事
業
へ

の
投
資
に
は
国
や
地
方
公
共
団
体
も
支
出
し
て
い
る
か

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
へ
の
対
応
の
必
要
性
は
民
間

企
業
に
引
け
を
取
ら
な
い
。

5 

多
角
経
営

　

人
の
一
生
と
同
様
に
企
業
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ

り
老
化
す
る
。
製
品
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

が
あ
っ
て
、
製
品
も
発
売
か
ら
時
を
経
て
売
れ
な
く
な

り
生
産
終
了
と
な
る
。
企
業
が
、
製
品
の
生
産
規
模
の

拡
大
に
よ
り
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
が
低
減
す
る
〝
規
模

の
経
済
性
〞
を
追
求
し
て
い
れ
ば
、〝
老
化
〞
か
ら
受

け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、
企
業
は
経

営
の
多
角
化
に
よ
っ
て
生
き
残
り
を
図
る
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
普
及
で
フ
ィ
ル
ム
の
売
上
が
一
気
に
低
下
し

た
富
士
フ
ィ
ル
ム
は
、
画
像
処
理
技
術
を
転
用
し
た
医

療
機
器
事
業
な
ど
を
立
ち
上
げ
た
。
多
角
化
戦
略
は
成

功
し
、
売
上
は
二
〇
〇
〇
年
に
比
べ
約
一
・
七
倍

（
二
〇
一
九
年
）
に
な
っ
た
。
他
方
、世
界
最
大
の
フ
ィ

ル
ム
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク

社
は
二
〇
一
二
年
に
経
営
破
綻
し
た
。

　

多
角
化
戦
略
は
、
企
業
の
生
き
残
り
以
外
に
も
コ
ロ

ナ
禍
で
の
リ
ス
ク
分
散
な
ど
に
有
用
で
あ
り
、〝
範
囲

の
経
済
性
〞
と
言
わ
れ
る
。
一
つ
の
企
業
が
複
数
の
事

業
を
統
合
的
に
行
う
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
（
シ
ナ

ジ
ー
効
果
）
で
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
す
る
。
富
士
フ
ィ

ル
ム
の
よ
う
な
技
術
シ
ナ
ジ
ー
の
他
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
管
理
シ
ナ
ジ
ー
、
副
産
物
の
利
用
、
確
立
し

た
ブ
ラ
ン
ド
の
利
用
な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
る
。
最
近

で
は
、
日
本
で
は
「
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
」
の
動
き

が
あ
る
。
モ
ノ
を
作
っ
て
売
り
切
る
の
で
は
な
く
、
付

随
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
展
開
で
あ
る
。
例
え
ば
、

農
機
メ
ー
カ
ー
が
情
報
技
術
を
駆
使
し
て
農
機
の
状
態

を
把
握
し
、
収
穫
量
管
理
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

　

土
地
改
良
区
設
立
の
前
提
で
あ
る
地
域
農
業
に
も
老

化
現
象
が
起
こ
り
う
る
。
土
地
改
良
区
も
合
併
な
ど
に

よ
る
規
模
の
経
済
性
を
追
求
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
整

備
事
業
と
施
設
管
理
か
ら
地
域
営
農
に
も
関
与
す
る
多

角
経
営
が
必
要
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
本
コ
ラ
ム
6
の

「
究
極
の
土
地
改
良
区
」
で
農
地
の
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約

に
よ
る
整
備
・
管
理
・
農
地
利
用
集
積
の
推
進
を
提
案

し
た
。
土
地
改
良
区
の
多
角
化
は
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス

化
に
近
い
。

6 

他
人
事
で
な
い
未
来

　

多
様
な
困
難
に
晒
さ
れ
る
企
業
と
土
地
改
良
区
が
全

く
異
な
る
立
場
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
経
営
学
の
素
人
で
あ
る

筆
者
が
敢
え
て
本
稿
に
挑
ん
だ
の
は
、「
備
え
あ
れ
ば

患
い
な
し
」
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

【
注
1
】 

機
関
投
資
家
は
顧
客
の
資
金
を
有
価
証
券
等
で
運
用
・
管
理
す

る
法
人
投
資
家
で
、
保
険
会
社
、
投
資
信
託
、
信
託
銀
行
、
投

資
顧
問
会
社
、 

年
金
基
金 

な
ど
が
あ
る
。

【
注
2
】 

賦
課
金
の
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
も
、
最
後
に
は
規
模
の
大
き

な
担
い
手
農
業
者
の
滞
納
が
残
っ
て
し
ま
う
例
が
見
ら
れ
る
。

拙
稿
の
農
業
農
村
工
学
会
誌
第
82
巻
2
号
「
最
上
川
土
地
改
良

区
に
お
け
る
賦
課
金
未
収
の
現
状
と
対
策
」
を
参
照
願
い
た
い
。

【
参
考
引
用
文
献
】

三
輪
裕
美
子
：
機
関
投
資
家
の
役
割　

重
要
に
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝

刊
）、
二
〇
二
一
年
九
月
八
日

青
木
真
一
：
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
日
本
経
済
新
聞
（
朝
刊
）、

二
〇
二
一
年
九
月
六
日

エ
レ
ミ
ニ
ス
ト
編
集
部
：
日
本
企
業
に
広
が
る
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

資
本
主
義
」
の
考
え
方
（
二
〇
二
一
）、https://elem

inist.com
/ar-

ticle/1016 （
参
照
二
〇
二
一
年
十
一
月
四
日
）

T
H
E O
W
N
ER 

編
集
部
：
多
角
化
企
業
と
は
？
（
二
〇
二
一
）、

https://the-ow
ner.jp/archives/963

（
参
照
二
〇
二
一
年
十
一
月
四
日
）
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1 

先
行
指
標
と
し
て
の
企
業
統
治

　

現
在
、
世
界
の
経
済
は
株
式
会
社
形
態
の
民
間
企
業

が
中
心
に
担
っ
て
い
る
。
一
方
、
農
業
と
い
う
産
業
の

設
備
投
資
で
あ
る
土
地
改
良
事
業
は
、
農
業
者
を
組
合

員
と
す
る
土
地
改
良
区
と
い
う
公
共
組
合
が
担
う
。
株

式
会
社
は
不
特
定
の
人
へ
の
商
品
販
売
等
に
よ
り
利
益

を
生
み
出
し
所
有
株
数
に
応
じ
て
株
主
に
分
配
し
、
土

地
改
良
区
は
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
て
組
合
員
の
利

益
を
増
進
す
る
。

　

今
回
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
化
、
感
染
症
対
策
、

格
差
拡
大
な
ど
、
厳
し
い
時
代
の
風
雨
に
晒
さ
れ
る
民

間
企
業
の
統
治
態
様
の
変
化
を
先
行
指
標
と
し
て
見
定

め
、
同
時
代
の
組
織
体
で
あ
る
土
地
改
良
区
の
将
来
を

類
推
し
て
み
た
い
。

2 

所
有
と
経
営
の
分
離

　

株
主
は
会
社
に
出
資
し
て
株
式
を
受
け
取
り
、
出
資

額
に
応
じ
て
配
当
金
や
株
主
優
待
が
貰
え
、
議
決
権
に

よ
り
会
社
の
経
営
者
に
対
し
て
意
見
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
株
式
会
社
制
度
で
は
当
初
は
所
有
者
で
あ
る
株
主

と
経
営
者
は
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
規
模
化
し

株
主
数
が
増
大
し
大
株
主
の
持
株
比
率
が
低
下
し
て
、

株
主
に
よ
る
経
営
が
困
難
に
な
る
。
他
方
で
経
営
管
理

の
職
能
が
専
門
化
し
て
、
経
営
の
支
配
権
が
専
門
経
営

者
に
移
る
。
こ
の
現
象
を
「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
と

い
う
。　

　

土
地
改
良
区
が
合
併
に
よ
る
大
規
模
化
と
農
地
を
賃

貸
す
る
組
合
員
の
増
加
の
中
で
、
技
術
進
歩
を
活
用
し

た
高
度
な
生
産
性
を
実
現
す
る
事
業
と
施
設
管
理
を
実

現
す
る
に
は
、
専
門
経
営
者
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
流

れ
は
無
視
で
き
な
い
が
、
問
題
は
土
地
改
良
と
い
う
狭

い
分
野
で
専
門
経
営
者
が
育
つ
可
能
性
で
あ
る
。
全
土

連
や
各
都
道
府
県
土
地
連
に
期
待
し
た
い
。

3 

株
主
重
視
の
経
営

　

持
ち
株
比
率
で
み
る
と
、
日
本
企
業
は
戦
前
に
は
個

人
株
主
中
心
で
、
戦
後
は
銀
行
や
事
業
会
社
の
法
人
株

主
に
中
心
が
移
り
、
買
収
防
衛
や
会
社
支
配
の
た
め
に

企
業
集
団
内
株
式
相
互
持
合
い
が
行
わ
れ
て
い
た
。

一
九
八
五
年
の
日
米
構
造
協
議
以
後
、
米
政
府
は
株
式

の
相
互
持
合
い
の
解
体
を
要
求
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に

は
米
国
流
の
〝
株
主
資
本
主
義
〞
と
言
わ
れ
る
「
企
業

の
所
有
者
は
株
主
だ
か
ら
経
営
者
は
株
主
の
利
益
を
最

大
化
す
る
経
営
を
求
め
ら
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
、
外
国
株
主
や
資
産
運
用
会
社
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
最
近
二
〇
年
間
は
国
内
外
の
機
関
投
資
家（
注
1
）

が
台
頭
し
、
資
産
運
用
の
た
め
の
株
式
所
有
に
よ
る

〝
フ
ァ
ン
ド
資
本
主
義
〞
に
移
行
す
る
。

　

そ
ん
な
中
で
R
O
E
（
株
主
資
本
利
益
率
）
が
重
視

さ
れ
た
。
R
O
E
は
当
期
純
利
益
を
株
主
資
本
で
除
し

た
資
本
生
産
性
で
あ
り
、
投
資
家
の
投
下
し
た
資
本
に

対
し
、
企
業
が
ど
れ
だ
け
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
か
を

意
味
す
る
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
経
営
効
率
が
良
く
、
株

価
も
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
分
子
の
短
期
的
収
益
で

あ
る
当
期
純
利
益
を
増
や
し
、
企
業
が
自
ら
発
行
し
た

株
を
買
い
戻
す
〝
自
社
株
買
い
〞
な
ど
で
分
母
の
株
主

資
本
を
縮
小
す
れ
ば
上
昇
す
る
。

　

土
地
改
良
投
資
は
原
則
と
し
て
耕
作
者
で
も
あ
る
農

業
経
営
者
に
よ
る
が
、
近
年
、
多
数
の
零
細
兼
業
農
家

か
ら
経
営
規
模
の
大
き
な
農
業
経
営
者
に
よ
る
投
資
と

い
う
側
面
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
経
営

体
当
た
り
の
投
資
額
は
大
き
く
な
り
、
毎
年
返
済
す
る

賦
課
金
も
重
く
な
る
の
で（
注
2
）、
短
期
的
な
利
益
を
大

31

（一社）総合政策フォーラム顧問　元杉 昭男

企業統治から見た
土地改良区の将来

土地改良・切り語り
き
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
技
術
革

新
を
前
提
と
し
た
資
本
生
産
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

4
 

株
主
重
視
か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
へ

　

米
国
の
主
要
企
業
の
C
E
O
が
名
を
連
ね
る
経
営
団

体
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
B
R
T
、

一
九
七
二
年
設
立
）
で
は
企
業
統
治
の
基
本
原
則
と
し

て
株
主
資
本
主
義
を
掲
げ
て
き
た
が
、
二
〇
一
九
年
八

月
に
「
お
客
様
、
従
業
員
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
地
域
社

会
、
株
主
な
ど
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害

関
係
者
）の
利
益
の
た
め
に
会
社
を
導
く
べ
き
で
あ
る
」

と
の
声
明
を
発
表
し
た
。
環
境
・
社
会
・
企
業
統
治
に

配
慮
す
る
E
S
G
投
資
や
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
S
D
G
s
）
の
高
ま
り
を
受
け
、
短
期
的
な
利
益

追
求
に
よ
る
社
会
格
差
の
拡
大
や
環
境
破
壊
へ
の
影
響

な
ど
か
ら
〝
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
資
本
主
義
〞
へ
の
舵

を
切
っ
た
。
企
業
の
社
会
的
責
任
（
C
S
R
）
が
問
わ

れ
、
気
候
変
動
の
対
応
か
ら
女
性
取
締
役
の
登
用
ま
で
、

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
貢
献
す
べ
き
と
い
う
主
張
が
世
界
的
潮
流
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
例
え
ば
、
R
O
E
に
加
え
、
営
業
利
益

を
CO2
排
出
量
で
除
し
た
R
O
C
（
炭
素
利
益
率
）
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

土
地
改
良
区
も
、
益
々
、
地
域
社
会
や
農
産
物
の
消

費
者
な
ど
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
視
野
に
入
れ

た
投
資
を
求
め
ら
れ
る
。
国
営
土
地
改
良
事
業
で
は
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞
く
手
続

き
を
設
け
て
い
る
が
、
脱
炭
素
化
や
生
態
系
保
全
・
回

復
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
女
性
理
事
の
登
用
な
ど
）

ま
で
様
々
な
配
慮
も
必
要
に
な
る
。
土
地
改
良
事
業
へ

の
投
資
に
は
国
や
地
方
公
共
団
体
も
支
出
し
て
い
る
か

ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
へ
の
対
応
の
必
要
性
は
民
間

企
業
に
引
け
を
取
ら
な
い
。

5 

多
角
経
営

　

人
の
一
生
と
同
様
に
企
業
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ

り
老
化
す
る
。
製
品
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

が
あ
っ
て
、
製
品
も
発
売
か
ら
時
を
経
て
売
れ
な
く
な

り
生
産
終
了
と
な
る
。
企
業
が
、
製
品
の
生
産
規
模
の

拡
大
に
よ
り
単
位
当
た
り
コ
ス
ト
が
低
減
す
る
〝
規
模

の
経
済
性
〞
を
追
求
し
て
い
れ
ば
、〝
老
化
〞
か
ら
受

け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、
企
業
は
経

営
の
多
角
化
に
よ
っ
て
生
き
残
り
を
図
る
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
普
及
で
フ
ィ
ル
ム
の
売
上
が
一
気
に
低
下
し

た
富
士
フ
ィ
ル
ム
は
、
画
像
処
理
技
術
を
転
用
し
た
医

療
機
器
事
業
な
ど
を
立
ち
上
げ
た
。
多
角
化
戦
略
は
成

功
し
、
売
上
は
二
〇
〇
〇
年
に
比
べ
約
一
・
七
倍

（
二
〇
一
九
年
）
に
な
っ
た
。
他
方
、世
界
最
大
の
フ
ィ

ル
ム
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
コ
ダ
ッ
ク

社
は
二
〇
一
二
年
に
経
営
破
綻
し
た
。

　

多
角
化
戦
略
は
、
企
業
の
生
き
残
り
以
外
に
も
コ
ロ

ナ
禍
で
の
リ
ス
ク
分
散
な
ど
に
有
用
で
あ
り
、〝
範
囲

の
経
済
性
〞
と
言
わ
れ
る
。
一
つ
の
企
業
が
複
数
の
事

業
を
統
合
的
に
行
う
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
（
シ
ナ

ジ
ー
効
果
）
で
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
す
る
。
富
士
フ
ィ

ル
ム
の
よ
う
な
技
術
シ
ナ
ジ
ー
の
他
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
経
営
管
理
シ
ナ
ジ
ー
、
副
産
物
の
利
用
、
確
立
し

た
ブ
ラ
ン
ド
の
利
用
な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
る
。
最
近

で
は
、
日
本
で
は
「
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
」
の
動
き

が
あ
る
。
モ
ノ
を
作
っ
て
売
り
切
る
の
で
は
な
く
、
付

随
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
展
開
で
あ
る
。
例
え
ば
、

農
機
メ
ー
カ
ー
が
情
報
技
術
を
駆
使
し
て
農
機
の
状
態

を
把
握
し
、
収
穫
量
管
理
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
。

　

土
地
改
良
区
設
立
の
前
提
で
あ
る
地
域
農
業
に
も
老

化
現
象
が
起
こ
り
う
る
。
土
地
改
良
区
も
合
併
な
ど
に

よ
る
規
模
の
経
済
性
を
追
求
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
整

備
事
業
と
施
設
管
理
か
ら
地
域
営
農
に
も
関
与
す
る
多

角
経
営
が
必
要
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
本
コ
ラ
ム
6
の

「
究
極
の
土
地
改
良
区
」
で
農
地
の
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約

に
よ
る
整
備
・
管
理
・
農
地
利
用
集
積
の
推
進
を
提
案

し
た
。
土
地
改
良
区
の
多
角
化
は
製
造
業
の
サ
ー
ビ
ス

化
に
近
い
。

6 

他
人
事
で
な
い
未
来

　

多
様
な
困
難
に
晒
さ
れ
る
企
業
と
土
地
改
良
区
が
全

く
異
な
る
立
場
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
経
営
学
の
素
人
で
あ
る

筆
者
が
敢
え
て
本
稿
に
挑
ん
だ
の
は
、「
備
え
あ
れ
ば

患
い
な
し
」
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。

【
注
1
】 

機
関
投
資
家
は
顧
客
の
資
金
を
有
価
証
券
等
で
運
用
・
管
理
す

る
法
人
投
資
家
で
、
保
険
会
社
、
投
資
信
託
、
信
託
銀
行
、
投

資
顧
問
会
社
、 

年
金
基
金 

な
ど
が
あ
る
。

【
注
2
】 

賦
課
金
の
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
も
、
最
後
に
は
規
模
の
大
き

な
担
い
手
農
業
者
の
滞
納
が
残
っ
て
し
ま
う
例
が
見
ら
れ
る
。

拙
稿
の
農
業
農
村
工
学
会
誌
第
82
巻
2
号
「
最
上
川
土
地
改
良

区
に
お
け
る
賦
課
金
未
収
の
現
状
と
対
策
」
を
参
照
願
い
た
い
。
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